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町民の安全・安心な暮らしを守る！こちら
町長室

Vol.75

栗山町長　佐々木　学

【行事】

東海大学教養学部との連携協定締結式

星野美子さんに百歳祝記念品贈呈

国土交通省に国道２３４号整備促進要望

第１回 栗山町防災会議

姉妹都市　角田市・栗山町交歓会

国・道・栗山町による国民保護共同訓練

　町民の皆さん、こんにちは。
残暑も和らぎ、秋の訪れを感じる季節
となりましたが、いかがお過ごしで
しょうか。

　さて、近年、大規模な自然災害や　
某国からの弾道ミサイルの発射など、
私たちの平穏な暮らしを脅かす事態が
頻発しております。
　町では、このような脅威から、町民
の皆さんの安全・安心な暮らしを守る
ため、さまざまな対策に取り組んでお
ります。
　8 月 7 日に、本町の地域防災計画・
水防計画の見直しに向けて、女性 10
人を含む 34 人の委員で構成する「栗
山町防災会議」を設置し、協議をスター
トいたしました。
　今回の見直しでは、国の災害対策基
本法の改正を踏まえ、また北海道地域
防災計画との整合を図るほか、避難所
生活や防災備蓄品などへの女性の意見
反映など、男女共同参画や多様な視点
を取り入れるものです。
　本年 1 月に発生した能登半島地震
や全国各地で頻発している記録的豪雨
など、このような自然災害は、いつど
こで発生するか予測が難しく、災害対
応能力のさらなる向上が求められてい
ます。
　今回の計画見直しを契機として、　
実際に災害が発生した場合を想定した
日頃からの訓練や、防災知識の普及・
啓発など、まち挙げて防災・減災対策
に取り組んでまいります。

　8 月 9 日には、総務省消防庁や北海
道などの防災関係職員の方々にご来町
いただき、国・道・町の共同による「国
民保護訓練」を行いました。
　今回の訓練は、「弾道ミサイルが発
射され、日本に飛来する可能性がある」
という想定で、サービス付き高齢者住
宅うららくりやま駅前の入居者や職員
皆さんのご協力による住民避難訓練
や、町職員による初動対応訓練を行い
ました。

　過去に、本町でも、児童生徒が登校
する時間帯に弾道ミサイルが発射さ
れ、J アラートが発令されたことがあ
り、情報ツールを持たない、また情報
を取得しにくい状況にある町民への情
報伝達や避難を導く方法など、多くの
課題があると感じています。
　今後も、継続して訓練を行い、有事
の際にどのような行動をとるべきか、
町民の皆さんに理解を深めていただく
とともに、町職員の役割や行動の検証
を行ってまいります。

　さて、これまで産業の振興はもとよ
り、まちの賑わい創出や活性化などに、
多大なご貢献をいただいています、「栗
山商工会議所青年部」が、創立 40 周
年を迎えられ、8 月 2 日に記念式典が
開催されました。
　記念式典では、同青年部をはじめ、
栗山町建設協会・栗山青年会議所・夕
張川自然再生協議会の 4 団体が発起
し、自然再興を目指す「ネイチャーポ
ジティブ宣言 2024」が締結され、宣言
実施に向けた要望を受けたところであ
ります。
　この宣言の考え方や目指す方向性
は、これまで本町が進めてきた、まち
づくりの理念と一致するものであり、
今の時代を生きる私たちが、次世代へ
と継承すべき重要なメッセージとなる
ものです。
　今後、4 団体との協議を進め、道内
で最初の宣言自治体を目指してまいり
ます。

　町民の皆さん、今年の夏も終わりに
近づき、1 日の寒暖差が大きくなって
きましたので、体調面には十分お気を
つけてお過ごしください。

【来客】

【今月の主な動向】※変更の場合もあります。

東日本高速道路株式会社
北海道支社の鈴木淳一所長

9 月 3 日㈫
   ～ 13 日㈮ 議会定例会 9 月定例会議

9 月 7 日㈯ 栗高さっぽろ会 2024 年度総会

9 月 8 日㈰ 稲刈り体験ツアー

9 月 9 日㈪ 鹿児島県知名町表敬訪問
9 月 9 日㈪
   ～ 12 日㈭

令和 5 年度各会計決算審査特
別委員会

9 月 11 日㈬ フィンランド交換留学生帰国挨拶

9 月 13 日㈮ 姉妹都市宮城県角田市
黑須　貫市長来庁

9 月 14 日㈯
サケの見える化プロジェクト
2024
参議院議員政経セミナー

9 月 18 日㈬
高額寄附感謝状贈呈

継立秋まつり

9 月 20 日㈮ くりやまハーフマラソン実行委員会

9 月 28 日㈯ 栗山町総合防災訓練

栗山商工会議所青年部創立４０周年記念式典

片岡尚会長など株式会社
ＦＭ ＮＡＣＫ５の皆さん

総務省消防庁国民保護
運用室の荒関大輔室長

坂本九さん追悼サン九（39 年）イベント 空知信用金庫の熊尾憲昭
理事長

Kuriyama town
8 月 15 日届出分まで

戸籍のまど

ご厚意

人のうごき
※7月31日現在、（　）内は前月比です。

人　口　　10,740人　
　男　　  5,022人
    女　   5,718人　
世帯数　　  5,720世帯

（－32）
（－17）
（－15）
（－6）

（敬称略）おめでた
住所 氏名 月日 保護者名

中央２ 酒谷　光
ひかり

璃 7/１6 和樹・遥香

中 里 中上　嘉
かの

乃 7/１7 聖也・栞采

継 立 田澤　茉
まこ

子 7/25 和也・美雪

湯 地 清水　葵
あおば

葉 8/１4 瑛樹・美穂

泉徳苑・一草庵へ

物　品
カインドネスシオミ薬品（松風 3）

JA そらち南　コポロの会（中央 3）

（敬称略）おくやみ

町へ

金一封
（総務寄附金）

只木信之さん（朝日 4）

神田優美さん（桜丘１）

空知信用金庫（岩見沢市）

くりのさとへ

金一封
栗山町仏教会

神田優美さん（桜丘１）

社会福祉協議会へ

金一封
今村誘逸さん（中里）

吉田礼子さん（中央３）

物　品 南坂　一明さん（北学田）

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
中 里 今村せつ子 94 7/24 誘逸
角 田 松本　　毅 57 7/28 本人
杵 臼 新井　愼一 87 7/29 本人
朝日２ 中村　　悟 76 8/１ 本人
雨煙別 橋場トシ子 93 8/8 一敏
湯 地 佐藤　一英 87 8/１0 本人
松風３ 森川　　潔 73 8/１１ 本人
錦 ３ 加藤　貞子 98 8/１１
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